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研究室の紹介 
 当研究室では、国際化が進む日本社会の変化に対応できる医療従事者及び国際社会で活躍できる臨床家や研
究者育成をめざしています。 

 

大学院進学を希望する方へひと言 
医療従事者として臨床経過が３年以上あること。 
英語は英検２級以上、または、TOEFULが７割以上取れていることが望ましい。 
過去に筆頭で研究を行い、学会発表の経験があることが望ましい。 
 

主な担当講義科目 
国際保健学、国際看護学、グローバルヘルス、グ
ローバル社会と文化、研究方法論、 


